
　糖尿病は、血糖（血液中のブドウ糖）が高い状態が続く病気です。適切な治療により、長期的な合併
症を予防、健康的な生活を送ることができます。
　治療には大きく分けて 生活習慣の改善、内服薬、注射薬（インスリンや新しい薬） があります。
　今回は内服薬と注射、心不全との関連性に焦点を当ててお話します。

■ 内服薬：代表的な内服薬には以下があります。
　メトホルミン
　　安価で多くの人が内服しています。インスリン抵抗性糖尿病(肥満傾向)に効果があります。
　SGLT2阻害薬
　　尿に糖を排出させて血糖を下げる薬です。
        体重減少や心不全や腎臓病にも効果があり、急激に内服する患者様が増加しています。
　DPP-4阻害薬
　　食後に分泌するホルモンの働きを助け、インスリン分泌を促進し血糖の急上昇を抑えます。

■ インスリン製剤
　体内で作られるインスリンが不足している場合に使用します。
　　①食事に合わせて速やかに効くタイプ　②一日を通して安定して効くタイプ　③混合タイプ
　患者様の状態に合わせて上記から選択して使用します
　　また、最近になり使用されるようになったアウィクリ（持効型インスリン）は週1回の注射で効　
　果が持続します。特に一人暮らしの高齢の方でインスリン管理が困難な方に勧めています。

■ 新しい注射薬
　近年、GLP-1受容体作動薬 という薬が広く使われるようになりました。
　マンジャロ（チルゼパチド）：GLP-1とGIPという2つのホルモンに作用する新しいタイプの薬。強い血糖降下
作用に加え、体重減少効果も報告されています。体重の6～8%程度の体重減少効果が期待できるため若年で肥満
の方には勧めていますが、高齢でやせ型の方には不具合が多くみられるため勧めていません。

■ SGLT2阻害薬と心不全
　SGLT2阻害薬は、血糖を下げるため主に糖尿病の治療に効果をもたらせていましたが、心臓の負担を減らす効
果があることが大規模な研究で明らかになりました。尿中のナトリウムの排泄促進効果などあるため糖尿病の有
無に関わらず、心不全の治療薬としても使われるようになっています。当院でも積極的に使用しています。
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糖尿病とその治療について

 　　糖尿病の治療は大きく進歩しており、血糖コントロールに加えて
  「心臓や腎臓を守る」ことも可能になってきました。
　　治療薬の選択は患者さん一人ひとりに合わせて行われますので、
   患者様の高齢化に伴い当院では、、
　低血糖を起こさない・体重を増やさない・食前血糖を下げる
　　この3本柱を念頭に極力多剤での治療を避ける治療を心掛けています。



編集後記 日日に新たにまた日に新たに

現在、県内の心臓リハビリテーション普及のために活動している、熊本県心臓リハビリテーション推進協議会に当院職

員もメンバーの一員として活動しています。先日開催されたイベントにも看護師と理学療法士が参加しました。

市民公開講座

 　　　心臓病になっても安心して暮らすために ～市民のための心臓リハビリ講座～

日時：令和7年9月7日　日曜日　14時～16時

場所：熊本大学病院敷地内　くすのきテラス3階大会議室　

主催：熊本県心臓リハビリテーション推進協議会

　今回の市民公開講座には、イベント運営部として企画・運営に携わらせていただきました。

 多くの方にご参加いただき、心臓リハビリテーションへの関心の高まりを感じることができました。

 ご協力くださった関係者の皆さま、そしてご来場の皆さまに心より感謝申しあげます。
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第31回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

　開催日：令和7年7月19.20日  　

　場所：ポートメッセ名古屋（愛知県）にて当院職員が演題発表(ポスター)を行いました。 

演題

　「手術待機の重症大動脈弁狭窄患者に対する当院における心臓リハビリテーションの現状 」　

                                                                                                           演者：那須信久（理学療法士）　

演題

　「維持期リハビリテーションの患者に対しCPXと外来リハビリテーションによる運動指導が効果的であった一例」　

                                                                                                                                                 演者：馬原侑大（理学療法士）

〇市民公開講座に参加しました

〇心臓リハビリテーション学会参加・発表を行いました


